
令和 3 年 5 月 19 日 

各 位 

中南信用金庫 

「ちゅうなん景気動向調査」第 59 号の訂正について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、格別のご愛顧とお引き立てに預かり厚くお礼申し上げます。  

さて、令和 3 年 4 月 1 日発行いたしました「ちゅうなん景気動向調査」第 59 号の記載内容に誤

りがございました。  

お詫び申し上げますとともに下記の通り訂正し再掲載いたしましたので、ご確認くださいますよ

うお願い申し上げます。  

敬具 

記 

訂正箇所 正 誤

今期の実績 業況判断D.I.は△34.2（前期比△4.1）と後退！ 業況判断D.I.は△34.4（前期比△4.3）と後退！

本文2行目
今期の業況判断D.I.は、△34.2と前期に比べ
4.1ポイントの低下となりました。

今期の業況判断D.I.は、△34.4と前期に比べ
4.3ポイントの低下となりました。

来期の見通し 予想業況判断D.I.は△31.2（今期比＋3.0）の見通し！ 予想業況判断D.I.は△32.0（今期比＋2.4）の見通し！

本文1行目
来期の業況判断D.I.は、△31.2と今期に比べ
3.0ポイント上昇する見通しとなりました。

来期の業況判断D.I.は、△32.0と今期に比べ
2.4ポイント上昇する見通しとなりました。

県南西部 予想業況判断D.I.は△20.0（今期比＋11.4） 予想業況判断D.I.は△31.4（今期比△20.0）

県南西部
来期の見通し
本文1行目

予想D.I.は、売上額△17.1（今期比＋42.9）、
収益についても△20.0（同＋31.4）と、ともに
厳しさが続く見通しとなっています。原材料・
仕入価格は23.5（同＋5.9）と上昇し、販売価格
については11.4（同△5.7）とプラスを維持する
見通しとなっています。

予想D.I.は、売上額△60.0（今期比△17.1）、
収益についても△51.4（同△20.0）と、ともに
低下する見通しとなっています。原材料・
仕入価格は17.6（同＋23.5）、販売価格
についても17.1（同＋11.4）と、ともに
上昇する見通しとなっています。

各D.I.は、売上額△44.0（前期比△13.2）、
収益についても△48.0（同△21.1）と、
ともに低下しています。

各D.I.は、売上額△44.0（前期比△13.2）と低下し、
収益についても△48.0（同＋21.1）とマイナス域
に留まっています。

販売価格については△4.2（同＋4.1）と
マイナス域に留まる見通しとなっています。

販売価格については△4.2（同＋4.1）と
マイナに留まる見通しとなっています。

販売価格については△4.9（同＋9.7）と
マイナス域に留まっています。

販売価格については△4.9（同＋9.7）と
マイナに留まっています。

売上額△46.2（今期比＋2.6） 売上額△46.2（今期比＋2.5）

売上額△54.5（今期比△18.1）、
収益についても△45.5（同△9.1）と、
ともに低下する見通しとなっています。

売上額△59.5（今期比△18.1）と今期並みとなる
見通しとなるなか、収益については△45.5（同△9.1）
と低下する見通しとなっています。

予想業況判断D.I. △27.5 △32.5

県南西部
今期の実績
本文2行目

P-1
全業種総合

P-2
製造業

県南西部
来期の見通し
本文5行目

県中南部
今期の実績
本文4行目

P-2
卸・小売業

県中南部
来期の見通し
本文1行目

P-3
サービス業

県南西部
来期の見通し
本文1行目

P-4
不動産業

 

「ちゅうなん景気動向調査第 59 号」(訂正版)はこちら 

以上 

http://www.chunan-shinkin.co.jp/hojin/center/keiki/data/20210401-59t.pdf

